
（ ）事例 小学校音楽科 美濃地区 Ｋ小学校

１ 題材について

対 象 学 年 小学校第５学年

学習指導要領 第５学年及び第６学年の内容 Ａ表現（２）ア、イ（３）ア

Ｂ鑑賞（１）ア

題 材 名 曲の気分をとらえて（全８時間）

【教材名】

表現教材： 冬げしき 「走れメロス 「気球よぼくらのゆめのせて」「 」 」

鑑賞教材： 朝の気分」「

題 材 目 標 ○歌詞の内容や情景を思い浮かべたり、物語の雰囲気をとらえたり、旋律

の動きや伴奏の響きを感じ取ったりして、曲の山を盛り上げる歌唱表現

や、強弱、速度、音色を意識した音づくりを工夫することができる。

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○題材指導計画作成上の工夫（教材選択、教材配列、教材の時間配分等）

・歌唱による表現活動の他に、物語の効果音やＢＧＭを創る活動を位置

付け、曲の山、強弱、速度、音の組合せ、間の取り方を工夫して活動

することができるよう、歌唱と朗読によって物語の構成を工夫する。

・一人一人の音楽的な感受（楽曲を特徴付けているリズム、強弱、速度

等）を深めたり生かしたりすることができるよう、相互評価をしなが

ら、表現を高めたり工夫したりするグループ活動を位置付ける。

○単位時間における工夫（音楽活動の基礎的な能力を培う指導・援助等）

・強弱 速度 音色を意識して効果音を工夫することができるよう 走、 、 、「

れメロス」の効果音づくりの前に、シンバルを使って、強い音と弱い

音の感じの違い、速く打つ時とゆっくり打つ時の感じの違い、種類の

違うマレットで打つ時の感じの違いが分かるように範奏する。

・主体的な音づくりができるよう自分の表現したい場面を決め、グルー

プで、その場面の音を感性的側面（雰囲気、曲想等）から構造的側面

（音色、リズム等の音楽の諸要素）へと具体化しながら練習し、一つ

の作品に仕上げる。

・本時の課題に迫るために、他のグループの演奏を聴く観点を「強弱、

速度、音色、音の組合わせ」等の要素に焦点化する。

参 考 資 料 資料１：第３時に朗読や効果音やＢＧＭの工夫を記入する学習プリント



２ 題材の評価規準

ア 音楽への関心･意欲 イ 音楽的な感受や ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力

･態度 表現の工夫

歌唱 ○ ○ ○

器楽 ・ ・ ・

創作 ○ ○ ・

鑑賞 ・ ・ ○

【歌唱】 【歌唱】 【歌唱】 【鑑賞】

創造的に歌唱表現にかか 斉唱や合唱などによる 範唱や範奏 主な旋律の

わり、歌唱活動への意欲を 歌唱表現及び歌声のよさ を聴いたり楽 変化や対照、

高めるとともに、その経験 や美しさを感じ取るとと 譜を見たりし 楽曲全体の構

を生活に生かそうとする。 もに、歌詞の内容や楽曲 て歌うととも 成、音楽を特

内 の構成を理解して表現を に、ハ長調及 徴付けている

容 【創作】 工夫し、拍の流れやフレ びイ短調の旋 要素と曲想と

のご 創造的に音楽づくりにか ーズ、音の重なりや和声 律を視唱して のかかわり、

まと かわり、音楽をつくって表 の響きなどを感じ取り、 いる。また、 楽器の音色及

との 現する活動への意欲を高め それらを生かした歌唱表 呼吸及び発音 び人の声の特

ま評 るとともに、その経験を生 現の仕方を工夫したり、 の仕方を工夫 徴、それらの

り価 活に生かそうとする。 身体表現をしたりしてい して、豊かな 音や声の重な

規 る。 響きのある自 りによる響き

準 【創作】 然で無理のな に気を付けて

、様々なリズムや旋律、 い声で歌って 聴くとともに

曲の構成のおもしろさ、 いる。 曲想を全体的

いろいろな声や音の響き に味わって聴

のよさや美しさを感じ取 く。

るとともに、音楽表現の

イメージを膨らませ、そ

れらを生かした音楽づく

りの仕方を工夫してい

る。

題 自分自身の表現意図をも 歌詞の表す情景や気持 理解した歌 個々の楽器

材 ち、創作的に音楽づくりに ちを想像したり、言葉の 詞の内容や楽 あるいは同じ

の かかわり、音楽をつくって 意味や歌詞の内容を感じ 曲の構成にふ 仲間の楽器の

評 表現する活動への意欲を高 取ったりするとともに、 さわしい表現 音色や特徴を

価 めるとともに、集団で協力 歌詞と旋律、歌詞とリズ の仕方を工夫 聴き分けてい

規 して歌唱表現の仕方を工夫 ムの関連などを感じ取っ して歌ってい る。

準 しようとしている。 て、それを生かした表現 る。

の仕方を工夫している。



ア 音楽への関心･意欲 イ 音楽的な感受や ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力

･態度 表現の工夫

単 ①朗読部分から、メロスの ①冬の景色を表す情景や ①理解した歌 ①主旋律を演

位 心情や情景について読み 旋律の動きから、３フ 詞の内容か 奏している

時 とったことを、音楽づく レーズ目の曲の山を盛 ら、強弱や 楽器や、曲

間 りにつなげて楽しんでい り上げる表現を工夫し 速度に変化 を盛り上げ

に る。 （創作） ている 歌唱 をもたせて る多彩な響。 （ ）

お 表現してい きの美しさ

け ②８分の６拍子の流れを体 ②自分のイメージにあう る （歌唱） を味わって。

る 全体で受け止め、ゆった 音をつくるために、友 聴こうとし

具 りとした指揮や身体表現 達の表現のよさや美し ②オブリガー ている。

体 をしようとしている。 さを感じ取り、いろい トにあう自 （鑑賞）

の （歌唱） ろな楽器で音の出し方 然で無理の

評 を試したり、強弱、速 ない声で、

価 度、音色などを工夫し 美しい歌唱

規 たりしている 創作 表現を求め。（ ）

準 て歌ってい

③自由な発想を生かした る。

（ ）音楽づくりを通して、 歌唱

他のグループのよさも

取り入れて、音楽表現

のイメージを豊かに膨

らませ表現している。

（創作）

④３フレーズ目をバラン

スがよいか聴きながら

歌っている。また、４

フレーズ目を、曲の山

を盛り上げるためにク

レシェンドしたりフェ

ルマータを付けたりし

て工夫して歌ってい

る。 （歌唱）



３ 指導と評価の計画（全８時間）

ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助時 教材

１ 冬 ○歌詞の表 ○歌詞を読んで、情景を 〈イー①〉 ○観察 ○３フレー

げ す情景と、 思い浮かべて話し合う ○冬の景色を ・曲の山に ズ目の３小。

し 旋律の動き ○範唱ＣＤを聴く。 表す情景や旋 向かってク 節目に向か

き から、曲の 冬の景色を思い浮かべ 律の動きから レシェンド ってクレシ、 、

山を感じ取 ３フレーズ目の曲の山 ３フレーズ目 する歌い方 ェンドして

、って表現す の表現を工夫しよう。 の曲の山を盛 やそのとき いけるよう

。ることがで ○歌詞と、範唱ＣＤから り上げる表現 の表情から 一緒に歌う

きる。 曲の山の表現を考える を工夫してい 評価する。。

○グループに分かれて表 る。

現を工夫する。

○発表会をして感想を交

流する。

２ 走 ○後半部分 ○物語のあらすじを知る 〈ウー①〉 ○観察 ○強弱や速。

れ の強弱の変 ○朗読の部分を読み、場 ○理解した歌 ・グループ 度に対する

メ 化をつけた 面を思い浮かべる。 詞の内容から 練習とグル 表現の願い、

ロ り、歌詞の 歌詞の内容が伝わるよ 強弱や速度に ープ発表の を聞き、一

ス 内容によっ うに、強弱や速さの工 変化をもたせ 場で、自分 緒に強くし

て速度を変 夫をして 表現しよう て表現してい の考えを仲 たり弱くし、 。

えたりして ○歌詞の内容から、表現 る。 間に話した たりして歌

歌うことで を考える。 り、歌詞の うことを通、

場面の情景 ○１、２、３番のグルー 内容が伝わ して、願い

を伝えるこ プに分かれて表現を工 るように強 にあった表

とができる 夫する。 弱、速さの 現に高めて。

○グループごとに発表を 変化をつけ いく。

して 感想を交流する た演奏から、 。

評価する。

３ ○メロスの ○前時に工夫したことを 〈アー①〉 ○学習ノー ○気持ちや

心の動きや 思い出して歌う。 ◎朗読部分か ト 情景を思い、

その情景を メロスの心の動きや、 ら、メロスの ・メロスの 浮かべやす

感じ取り、 場面の情景を読み取っ 心情や情景に 心の動きや い言葉から

表現したい て、自分のイメージに ついて読みと 場面の情景 どのような

ことを考え 合う音づくりをしよう ったことを音 を 読 み と 音が想像で、 。

自分のイメ ○メロスの気持ちや場面 楽づくりにつ り、表現し きるか一緒

ージに合う の様子、聴こえる音な なげて楽しん たい音につ に考え、工

音づくりを どを読み取って、学習 でいる。 いて書き込 夫できたこ

楽しみなが プリントに書き込む。 んだ内容か とを認め励

ら活動する ○３つのグループごとに ら 評 価 す ます。、

ことができ どの楽器でどのような る。

る。 効果音やＢＧＭを作る

か話し合う。



○自分のイメージに合う

音づくりをする。

４ ○メロスの ○前時に工夫したことを 〈イー②〉 ○観察と感 ○個のイメ

心の動きや 思い出して歌う。 ○自分のイメ 想の内容 ージ（感性

本 情景のイメ それぞれの場面の朗読 ージにあう音 ・グループ 的側面）と

時 ージにあう 部分に合う、音やＢＧ をつくるため 練習とグル 楽器の奏法

音をつくる Ｍを工夫して、劇団 に、仲間の表 ー プ 発 表 （構造的側

ために、仲 「※」の表現に近づこ 現のよさや美 で、朗読と 面）がつな

間の表現の う （劇団※の「走れメ しさを感じ取 タイミング がるよう、。

よさや美し ロス」を１学期に鑑賞 り、いろいろ を合わせな 速度を変え

さを感じ取 した） な楽器で音の がら 強弱 たり、強さ、 、

り、いろい ○３つのグループに分か 出し方を試し 速度、音色 を変えたり

ろな楽器で れて、どの楽器でどの たり、強弱、 などを工夫 して試すよ

。音の出し方 ような効果音やＢＧＭ 速度、音色な し た 演 奏 う助言する

を試したり をつくるか確認し合う どを工夫した や、それら、 。

強弱 速度 ○グループごとに表現の りしている。 の観点を意、 、

音色などを 工夫をする。 識した感想

工夫したり ○グループごとに発表会 の内容から

して、効果 をして感想を交流する 評価する。。

音やＢＧＭ ○今日のまとめの演奏を

を表現する する。

ことができ

る。

５ ○歌や朗読 ○前時のグループごとの 〈イー③〉 ○観察 ○他のグル、

つくった効 工夫について思い出す ○自由な発想 ・他のグル ープの表現。

果音やＢＧ 他のグループのよさも を生かした音 ープの工夫 のよいとこ

Ｍをつない 取り入れて、つなぎの 楽づくりを通 を取り入れ ろをもう一

だり、他の 部分や自分たちの部分 して、他のグ て、自分の 度聴き、自

グループの を練習して、音楽物語 ループのよさ 演奏を高め 分の表現に

表現のよさ を完成させよう。 も取り入れて ようとする 取り入れる、

を取り入れ ○グループごとに他のグ 音楽表現のイ 練習の様子 ことができ

たりして、 ループの演奏を聴いて メージを豊か から評価す るようにす

音楽物語を 思ったことや、もう一 に膨らませ表 る。 る。

まとめるこ 度考えた方がいいこと 現している。

とができる を話し合う。。

○よりよい表現になるよ

うに、グループごとに

練習をする。

○全員で１～３番まで通

して、音楽物語として

まとめる。



６ 気 ○８分の６ ○歌詞から情景を想像す 〈アー②〉 ○観察 ○腕や肩に

球 拍子を曲想 る。 ○８分の６拍 ・８分の６ 手を添え、

よ や情景から ○範唱ＣＤを聴いて、８ 子の流れを体 拍子のリズ 拍子にのっ

ぼ 感じ取り、 分の６拍子の感じをつ 全体で受け止 ムにのって て自然に身

く 拍の流れに かむ。 め、ゆったり 体をゆらし 体表現がで

ら のって楽し 気球に乗って空に浮か とした指揮や ながら歌っ きるよう補

の く歌うこと んでいる様子で、歌っ 身体表現をし たり、指揮 助をする。

ゆ ができる。 たり 聴いたりしよう ようとしてい をしたりす、 。

め ○８分の６拍子に合わせ る。 る様子から

の てリズムにのって体を 評価する。

せ 動かしたり、指揮をし

て たりする。

・ ○気球がゆれながら飛ん

朝 でいく様子を思いなが

の ら歌う。

気 ○「朝の気分」を８分の

分 ６拍子の指揮をしなが

ら聴く。

７ ○副次的な ○「気球よぼくらのゆめ 〈ウー②〉 ○観察 ○やわらか

旋律の役割 のせて」の副次的な旋 ○オブリガー ・主旋律を い声でオブ

について知 律オブリガートを聴き トにあう自然 ひきたてる リガート唱、

るとともに その役割を考える。 で無理のない ための、や ができるよ、

主旋律をひ 主旋律をひきたてるオ 声で、美しい わらかい声 う、体の力

きたてるよ ブリガートになるよう 歌唱表現を求 や声量を下 をぬいて歌

うに、音量 な歌い方を考えよう。 めて歌ってい げた歌い方 ったり、頭

をおさえ、 ○オブリガートを練習す る。 から評価す 声的発声を

自然な響き る。 る。 したりする

の声で歌っ ように助言

たり、曲を する。

盛り上げる ○「朝の気分」をオーケ 〈エー①〉 ○学習ノー ○副次的な

多彩な響き ストラの楽器の音色や ○主旋律を演 ト 旋律の役割

の美しさを 響きの美しさを味わっ 奏している楽 ・オブリガ について、

味わって聴 て聴く。 器や、曲を盛 ートの役割 範奏を通し

くことがで ○主旋律を演奏している り上げる多彩 についての てわかりや

きる。 楽器やその楽器をひき な響きの美し 考えを書い すく指導す

たてる副次的な旋律の さを味わって た学習ノー る。

役割を確認する。 聴こうとして トから評価

いる。 する。

８ ○３フレー ○「気球よぼくらのゆめ 〈イー④〉 ○観察 ○オブリガ

ズ目の主旋 のせて」のオブリガー ○３フレーズ ・グループ ートの役割

律とオブリ トの旋律と役割を思い 目をバランス 練習で、３ についても

ガートの音 出す。 がよいか聴き フレーズ目 う一度確認

の重なりを ながら歌って の バ ラ ン したり、パ



感じ取って いる。また、 ス、４フレ ートの人数、

バランスを グループで３フレー ４フレーズ目 ーズ目の曲 をいろいろ

考えて歌っ ズ目の主旋律とオブリ を、曲の山を の山の歌い 試したりす

たり、４フ ガートのバランスを考 盛り上げるた 方について るよう助言

レーズ目の えり、４フレーズ目の めにクレシェ 考えや願い する。

旋律の抑揚 曲の山の歌い方を工夫 ンドしたり、 を出し合っ

を生かした したりして、二部合唱 フェルマータ たり、お互

歌い方を工 をしよう。 を付けたりし いに聴き合

夫したりし ○グループに分かれて合 て工夫して歌 いながら工

て、二部合 唱表現の工夫をする。 っている。 夫して歌う

唱をするこ ○お互いの工夫を聴き合 姿から評価

とができる い 感想を交流し合う する。。 、 。

○それぞれのグループの

よさを取り入れて、ま

とめの演奏をする。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

メロスの心の動きや情景のイメージにあう音をつくるために、仲間の表現のよさや美しさを

、 、 、 、 、感じ取り いろいろな楽器で音の出し方を試したり 強弱 速度 音色などを工夫したりして

効果音やＢＧＭを表現することができる。

（２）本時の位置

４／８時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ １ 前時にそれぞれのグループご ・様子を思い浮かべて

か とで工夫したことを思い出して 歌うことができるよう

む 歌う。 に、前時の学習の足跡

・強弱をつける を掲示する。

・速さをゆっくりにしたり、速

くしたりする。

／

それぞれの場面の朗読部分に合う、音やＢＧＭを工夫して、劇団「※」の表現に近づ

高 こう。 （ 劇団※の「走れメロス」を１学期に鑑賞した ）。

め ２ ３つのグループに分かれて、 ・場面に合う表現をす

どの部分に、どのような効果音 るために、３つの観点

る やＢＧＭを入れるのか話し合 （速度、強弱、音色）

う。 を工夫するように助言

・メロスの気持ちやそのとき し、３種類の範奏を示

の情景についても話し合う す。。

３ 自分のイメージに合った音の 〈イー②〉 ○個のイメージ（感性

楽器を使って表現の工夫をする ◎自分のイメージにあう音 的側面）と楽器の奏法

・聴き役を決めて、感想を言 をつくるために、友達の表 （構造的側面）がつな

い合いながら、作品を練り 現のよさや美しさを感じ取 がるよう、速度を変え

合げていく。 り、いろいろな楽器で音の たり、強さを変えたり

・劇団※の「走れメロス」を 出し方を試したり、強弱、 して試すよう助言す

想起しながら、何度も繰り 速度、音色などを工夫した る。

返し練習する。 りしている。

４ グループごとに、発表会をす ○観察と感想の内容

る。 ・グループ練習とグループ

・評価の観点を示す。 発表で、朗読とタイミング

を合わせながら、強弱、速

５ それぞれのグループの工夫や 度、音色などを工夫した演

よさを交流する。 奏や、それらの観点を意識

した感想の内容から評価す

る。



／ ６ それぞれのグループのよさを ・それぞれのグループ

ま 取り入れて、まとめの演奏をす で、３つの観点にこだ

と る。 わって表現していた本

め ・一人一人が振り返りをする。 時の成果を価値付け

る る。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

評価規準〈イー②〉

◎自分のイメージにあう音をつくるために、友達の表現のよさや美しさを感じ取り、いろいろ

な楽器で音の出し方を試したり、強弱、速度、音色などを工夫したりしている。

（２）評価の実際

評価の方法

○グループ練習・発表の観察

・自分のイメージに合うように、選んだ楽器で、強く演奏したり、弱く演奏したり、速さを

変えたりして、何度も練習している姿から評価した。

・仲間の演奏から、強弱・速度・音色にこだわって聴き、その観点から感想が言えたかどう

かで評価した。

判断の事例

○Ｃと判断

・強弱・速度・音色の３つの観点にこだわって練習することができず 「町の静かな様子」を、

表現するために、ただトライアングルをならしているだけだった児童をＣとした。

○Ａと判断

・ わずかな希望が生まれてきた様子」の表現を練習していた児童は、奏法を変えながら繰り「

返し練習し、自分のイメージに合う音をさがしていた。具体的には、大太鼓で、小刻みに

弱い音からクレシェンドし、強い音で終わる表現をした。また 「間の取り方」も意識して、

いたため、最後の音を打つタイミングもうまく、その場面の心情の変化とともに緊迫感を

見事に表現できていたのでＡとした。

（３）個に応じた指導の実際（Ｃと判断される状況への働きかけ）

○本時に把握したＣの児童に、次時の第５時で 「この間の他のグループの演奏で、よかったな、

というところはどこかな 」と働きかけ、一緒によかったグループの表現を聴いた。よかった。

理由を聞くと 「音が、だんだん速くなったり、強くなったり弱くなったりしていたから 」、 。

と答えた。その後、本人のイメージを感性的側面から確認し、もう一度練習に入った。前時

は、ただトライアングルを打つだけだったが 「町の静かな様子」をイメージしながら、速さ、

、 、 。を変えてみたり 強く打ったり弱く打ったりして 一番いい音をさがしている姿が見られた

、 、 。また トライアングルの持ち方や奏法も正しくかったので 授業外で正しい奏法を指導した


